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ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
開
催

2
月
2
日
節
分
の
日
、日
本
茜
で
染

め
た
生
地
を
使
っ
た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

が
草
月
W
E
S
T
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。講
師
は
、こ
の
連
載
で
お
な
じ
み
に

な
っ
て
い
る「
日
本
茜
伝
承
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」の
渡
部
康
子
さ
ん
で
す
。「“
茜
”と
い

う
漢
字
は
中
国
に
は
あ
り
ま
せ
ん
」や

「
茜
は
個
性
豊
か
で
、言
う
こ
と
聞
か
な

い
。お
仕
え
す
る
よ
う
に
育
て
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
」な
ど
、初
め
て
知
る
内
容
や
、

草
月
人
な
ら
ば
ク
ス
ッ
と
笑
っ
て
し
ま

う
お
話
な
ど
様
々
。日
本
茜
の
歴
史
か

ら
農
村
が
抱
え
る
問
題
ま
で
、熱
く
語

ら
れ
ま
し
た
。

　

日
本
茜
は
と
て
も
貴
重
な
染
料
と
し

て
知
ら
れ
て
い
ま
す
が
、そ
の
色
は
弥
生

の
時
代
よ
り
太
陽
信
仰
と
結
び
つ
い
て

い
た
そ
う
で
す
。大
変
な
手
間
を
か
け

て
染
め
上
げ
ら
れ
る
た
め
か
、日
本
茜

の
染
め
物
は
税
と
し
て
も
使
用
さ
れ
て

い
た
と
い
い
ま
す
。

　

ま
た
、か
つ
て
は
日
本
全
国
に
自
生

し
て
い
た
の
で
す
が
、西
洋
茜
や
化
学

染
料
に
代
わ
ら
れ
て
し
ま
い
、日
本
茜

の
染
め
は
長
ら
く
途
絶
え
て
し
ま
っ
た

と
の
こ
と
で
す
。

　

今
回
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
は
、そ
ん
な

手
間
暇
か
か
る
貴
重
な
日
本
茜
で
染
め

上
げ
た
生
地
が
材
料
で
す
。染
め
る
素

材
や
染
め
の
回
数
が
異
な
る
と
全
く

違
っ
た
表
情
に
な
る
た
め
、そ
れ
ら
を
草

月
人
な
ら
で
は
の
想
像
力
を
働
か
せ
な

が
ら
組
み
合
わ
せ
、自
分
だ
け
の
オ
リ

ジ
ナ
ル
バ
ッ
ジ
と
ブ
ロ
ー
チ
を
作
り
ま

し
た
。ま
た
さ
ら
に
、渡
部
さ
ん
が
自
然

豊
か
な
山
間
地
区
で
あ
る
美
山
で
採
集

し
て
き
た
花
材
も
使
用
し
て
、表
情
豊

か
な
造
形
作
品
に
仕
上
げ
ま
し
た
。

　

創
流
1
0
0
周
年
記
念
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト「
草
月
×
日
本
茜
」も
、開
始
か
ら
１

年
が
経
過
し
ま
し
た
。2
0
2
7
年
の

結
実
の
日
を
目
指
し
つ
つ
、美
山
町
の

草
月
日
本
茜
畑
で
の
試
み
は
、こ
れ
か

ら
も
続
き
ま
す
。

草月 × 日本茜プロジェクト
No.7

INFORMATION お知らせINFORMATION お知らせ

上は講師の渡部康子さんと受講生の皆さん。
左下は完成した日本茜のブローチ。

草
月
文
化
活
動
支
援
基
金
へ
の

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

2
0
2
5
年
1
月
～
2
月
に
当
基
金
に

寄
せ
ら
れ
た
寄
付
金
は
、
左
記
の
通
り
で

す
。（
掲
載
は
一
万
円
以
上
、
敬
称
略
）

礒
柳
杏
、柴
田
柳
楓
、大
薗
彩
芳
、大
薗

芳
雪
、森
林
公
園
金
田
紫
星
グ
ル
ー
プ
、

上
野
静
勝
、西
村
孝
子
、白
崎
秀
畔
、大

和
田
映
村
、Team

 A
lbero

、亀
谷
美
樹
、

S
Y
C
東
京
1
、レ
ッ
ツ
・
ト
ラ
イ
！
デ

モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
10
期
、安
田
青
華
、

三
浦
新
子
、林
青
影
、竹
ノ
内
昇
紀

嬉
し
い
受
賞

高
野
綵
花
さ
ん（
東
京
都
東
村
山
市
、師

範
会
理
事
）は
、昨
年
度
に
続
き「F

la-co 
A

w
ard 2024

」（
は
な
ど
ん
や
ア
ソ
シ
エ

主
催
）を
受
賞
し
ま
し
た
。

訃
報

大
野
寛
子（
寛
菜
）　

静
岡
県
／
顧
問

宮
原
祺
世
子（
頌
雲
）　

福
岡
県
／
理
事

二
〇
二
四
年
十
二
月
十
三
日　

享
年
八
十
八
歳

杉
村
正
子（
珀
声
）　

千
葉
県
／
理
事

二
〇
二
五
年
一
月
四
日　

享
年
九
十
一
歳

勝
呂
和
枝（
和
紅
）　

愛
知
県
／
理
事

二
〇
二
五
年
一
月
二
十
八
日　

享
年
九
十
五
歳

生
駒
悦
子（
松
萠
）　

石
川
県
／
理
事

二
〇
二
五
年
一
月
二
十
九
日　

享
年
九
十
六
歳

榧
森
悦（
青
悦
）　

宮
城
県
／
理
事

二
〇
二
五
年
二
月
六
日　

享
年
八
十
八
歳

塩
見
昌
子（
篁
昌
）　

東
京
都
／
顧
問

二
〇
二
五
年
二
月
七
日　

享
年
八
十
六
歳

伊
丹
喜
美
江（
友
紅
）　

新
潟
県
／
顧
問

二
〇
二
五
年
二
月
十
二
日　

享
年
九
十
五
歳

南
谷
美
佐
子（
桂
美
）　

京
都
府
／
顧
問

二
〇
二
五
年
二
月
十
七
日　

享
年
八
十
六
歳

宮
川
富
美
子（
晴
霞
）　

神
奈
川
県
／
理
事

二
〇
二
五
年
三
月
二
十
二
日　

享
年
九
十
歳

鎌
田
重
子（
花
葟
）　

兵
庫
県
／
顧
問

二
〇
二
五
年
三
月
二
十
三
日　

享
年
九
十
三
歳

お問合わせ［ 総務部 ］　TEL：03-3408-1154 ／ FAX：03-3405-4947 ／ E-mail：somu@sogetsu.or.jp

「令和6年能登半島地震」義援金のご報告
2024 年 8 月 31 日までに 228 件の皆さまにお寄せい
ただきました能登半島地震義援金（合計 4,678,409
円）を、大きな被害に遭われた会員の皆さまと、
石川県支部ならびに富山県支部にお渡ししましたこ
とをご報告いたします。このたびの義援金募集に際
し、たいへん多くの皆さまにお気持ちをお寄せいた
だきましたこと、改めまして感謝申し上げます。

ますます便利に！ 草月メンバーズサイト

［ お問合わせ ］ 会員サービス部　　TEL：03-3408-1120 ／ FAX：03-3405-4947 ／ E-mail：members@sogetsu.or.jp

国内会員の皆さまは、証書、看板、席札の申請書への入
力および送信をメンバーズサイトから行うことができます。
申請用紙をダウンロードすることも可能です。
従来通り申請用紙の郵送をご希望の方は、下記までご連
絡ください。

2025 年 4 月1日より、以下の 2 つの機能が追加されます。
ぜひこの機会に草月指導者連盟メンバーズサイトをご利用ください。

会員証がデジタルに      証書、看板、席札申請書がオンラインで

パスワードをお忘れの際の再設定には、メールアドレスの登録が必要となります。
メールアドレスをご登録いただいていない方は、会員サービス部までお知らせください。
※ドメイン設定（受信拒否設定）をされている方は「sogetsu.or.jp」からのメールを受信できるようドメイン設定を解除していただくか、
または「sogetsu.or.jp」を受信リストに加えていただきますようお願いいたします。

これまで、国内の草月指導者連盟会員の皆さまに発行し
ておりました紙製の会員証は、草月メンバーズサイトのデ
ジタル会員証になります。

お困りごとはございませんか？ お気軽にお問合わせください

1 2

皆さまへ
感謝とお礼を
申し上げます。
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1
0
0
周
年
キ
ッ
ク
オ
フ

　

草
月
流
は
2
0
2
7
年
に
創
流

1
0
0
周
年
を
迎
え
る
。そ
の
キ
ッ
ク

オ
フ
イ
ベ
ン
ト
と
し
て「
草
月
職
員
・
社

員
に
よ
る
、い
け
ば
な
展
」が
開
催
。家

元
は
じ
め
、
20
セ
ク
シ
ョ
ン
の
お
よ
そ

60
名
が
花
型
や
自
由
花
を
出
品
し
た
。

ま
た
、草
月
W
E
S
T
、草
月
陶
房
で

も
同
時
開
催
さ
れ
た
。

　

花
展
に
出
品
す
る
こ
と
で
い
け
ば
な

を
楽
し
む
人
の
気
持
ち
を
よ
り
深
く
知

り
、仕
事
の
仲
間
た
ち
と
互
い
に
関
わ

り
合
い
な
が
ら
、本
部
ス
タ
ッ
フ
も
草

月
人
と
し
て
1
0
0
周
年
を
迎
え
よ
う

と
い
う
家
元
か
ら
の
提
案
で
こ
の
企
画

は
立
ち
上
が
っ
た
が
、展
覧
会
に
よ
っ

て
機
運
が
さ
ら
に
高
ま
っ
た
。

　

ご
来
場
い
た
だ
い
た
皆
さ
ま
、誠
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

各
地
で
い
け
ば
な
デ
モ

　

家
元
が
直
接
指
導
す
る「
レ
ッ
ツ
・
ト

ラ
イ
！ 

デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
」
の

卒
業
発
表
会
や
卒
業
生
に
よ
る
イ
ベ
ン

ト
が
行
わ
れ
た
。「
後
ろ
い
け
」の
技
術

を
駆
使
し
て
い
け
ば
な
の
楽
し
さ
を
伝

え
る
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
が
各
地

で
花
開
い
て
い
る
。

　

2
月
14
日
・
15
日
、
レ
ッ
ツ
・
ト
ラ

イ
！ 

デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
10
期
有

志
に
よ
る
企
画
展
が
草
月
会
館
談
話
室

に
て
開
催
。初
日
は
観
客
の
前
で
デ
モ

ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
が
披
露
さ
れ
、
制

作
さ
れ
た
作
品
が
そ
の
ま
ま
展
示
さ
れ

た
。い
け
ば
な
作
品
に
よ
っ
て
談
話
室

が
華
や
い
だ
雰
囲
気
に
。

　

2
月
24
日
に
は
、関
西
1
期
生
に
よ

る
イ
ベ
ン
ト
が
和
歌
山
の
カ
フ
ェ
＆

バ
ー
に
て
開
催
さ
れ
た
。紀
州
産
の
ス

タ
ー
チ
ス
を
共
通
花
材
と
し
て
デ
モ
ン

ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
を
披
露
。
全
世
界
に

ブ
ー
ム
を
巻
き
起
こ
し
た
音
楽
コ
ン
テ

ン
ツ「tiny desk concerts

」か
ら
な

ぞ
っ
た「tiny desk IK

EBA
N

A

」の
タ

イ
ト
ル
通
り
、コ
ン
パ
ク
ト
な
空
間
で
楽

し
む
デ
モ
が
好
評
と
な
っ
た
。　

　

3
月
20
日
に
関
西
第
2
期
卒
業
発

表
会
が
草
月
W
E
S
T
に
て
開
催
。発

表
会
の
形
式
は
関
東
と
関
西
で
異
な

り
、関
東
で
は
3
、4
人
同
時
に
披
露

す
る
と
こ
ろ
、関
西
で
は
一
人
ず
つ
と

い
う
緊
張
感
の
あ
る
ス
タ
イ
ル
。1
年

間
の
学
び
の
集
大
成
と
な
る
発
表
会

は
、大
勢
の
視
線
が
集
ま
る
中
、笑
い
あ

り
、感
動
あ
り
の
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ

ン
に
。
作
品
は
ホ
テ
ル
エ
ミ
オ
ン
内
に

展
示
さ
れ
、春
爛
漫
の
い
け
ば
な
を
楽

し
ん
で
も
ら
っ
た
。

　

REVIEW  レビュー

新
い
け
ば
な
主
義

　

流
派
を
超
え
た
公
募
に
よ
る
現
代
い

け
ば
な
作
家
が
出
品
す
る「
第
5
回
新

い
け
ば
な
主
義
」が
開
催
さ
れ
た
。

　

空
間
芸
術
と
し
て
画
期
的
な
表
現

を
目
指
し
た
作
品
展
に
、草
月
流
か
ら

は
本
部
講
師
の
日
向
洋
一
さ
ん
、秋
山

美
晴
さ
ん
を
は
じ
め
8
名
の
作
家
が
参

加
。そ
し
て
今
回
は
、大
泉
麗
仁
さ
ん

（
本
部
講
師
）に
よ
る「
光
の
森
」が
グ
ラ

ン
プ
リ
を
受
賞
し
た
。

第
5
回
新
い
け
ば
な
主
義

2
月
27
日
〜
3
月
3
日 

BankART Station 

草
月
職
員
・
社
員
に
よ
る
、い
け
ば
な
展

［
東
京
］
2
月
27
日
・
28
日

草
月
プ
ラ
ザ

［
草
月
W
E
S
T
］
2
月
28
日
・
3
月
1
日

草
月
W
E
S
T

［
草
月
陶
房
］2
月
27
日
・
28
日

草
月
陶
房

家元は自作の鉄花器を用い、背景の再開発工事の様子をいかした作品を制作した。
展覧会のいけこみの様子は草月のホームページにて公開予定。　Photo ／ Yoshitomo Tanaka

レ
ッ
ツ
・
ト
ラ
イ
！

デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
in
関
西

第
2
期
卒
業
発
表
会

3
月
20
日

草
月
W
E
S
T

10期有志による企画展「Reunion - Let's FLY -」

最
高
位
に
挑
む

　

理
事
顧
問
昇
格
試
験
が
東
京
と
京

都
で
実
施
さ
れ
た
。国
内
は
理
事
24
名
、

顧
問
29
名
、海
外
は
理
事
5
名
、顧
問

14
名
が
受
験
し
、花
型
図
・
論
文
・
実
技

試
験
に
臨
ん
だ
。試
験
内
容
は
左
記
の

通
り
。

［
昇
格
試
験
問
題
］

花
型
図

●
東
京
・
理
事
／
丸
水
盤
に
い
け
る
時
の
第
二
応
用
傾
真
型
逆
勝
手
の
花
型
図（
立
面
図
及
び

平
面
図
）を
描
き
、主
枝
の
角
度
、方
向
、剣
山
の
位
置
を
明
記
し
、従
枝
を
い
れ
る
時
の
心
得

を
述
べ
て
下
さ
い
。

●
東
京
・
顧
問
／
丸
水
盤
に
い
け
る
時
の
第
二
応
用
立
真
型
本
勝
手
の
花
型
図（
立
面
図
及
び

平
面
図
）を
描
き
、花
型
の
特
徴
、主
枝
の
方
向
と
角
度
、剣
山
の
位
置
、従
枝
を
い
れ
る
時
の

心
得
を
説
明
し
て
下
さ
い
。

●
草
月
W
E
S
T
・
理
事
／
丸
水
盤
に
い
け
る
時
の
第
三
応
用
傾
真
型
逆
勝
手
の
花
型
図

（
立
面
図
及
び
平
面
図
）を
描
き
、花
型
の
特
徴
、主
枝
の
方
向
と
角
度
、剣
山
の
位
置
、従
枝

を
い
れ
る
時
の
心
得
を
説
明
し
て
下
さ
い
。

●
草
月
W
E
S
T
・
顧
問
／
丸
水
盤
に
い
け
る
時
の
第
三
応
用
立
真
型
本
勝
手
の
花
型
図

（
立
面
図
及
び
平
面
図
）を
描
き
、花
型
の
特
徴
、主
枝
の
方
向
と
角
度
、剣
山
の
位
置
、従
枝

を
い
れ
る
時
の
心
得
を
説
明
し
て
下
さ
い
。

論
文

蒼
風
花
伝
書
・
草
月
五
十
則
の
中
の
次
の
一
文
に
つ
い
て
、あ
な
た
の
解
釈
を
述
べ
て
下
さ
い
。

●
東
京
・
理
事
／
い
け
ば
な
の
精
神
は
、永
遠
に
保
存
さ
れ
る
。し
か
し
、い
け
ば
な
の
様
式
は
、

保
存
を
第
一
と
し
な
い
。（
蒼
風
花
伝
書
）

●
東
京
・
顧
問
／
意
外
な
い
け
方
が
あ
る
。意
外
な
題
材
を
忘
れ
て
い
る（
第
四
十
八
則
）

●
草
月
W
E
S
T
・
理
事
／
環
境
と
い
う
も
の
が
先
に
あ
っ
て
、い
け
ば
な
は
そ
こ
へ
あ
と
か
ら

こ
し
ら
え
る
。こ
れ
は
た
い
て
い
偶
然
。偶
然
が
む
し
ろ
新
し
い
喜
び
を
生
む
よ
う
で
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。（
蒼
風
花
伝
書
）

●
草
月
W
E
S
T
・
顧
問
／
正
し
い
い
け
ば
な
は
、時
代
や
生
活
と
、遊
離
し
て
い
な
い（
第
二
則
）

実
技

テ
ー
マ

：

剣
山
な
し
で
水
盤
に
い
け
る（
共
通
）

●
東
京
・
理
事
／
花
材

：

と
さ
み
ず
き　

●
東
京
・
顧
問
／
花
材

：

さ
く
ら

●
草
月
W
E
S
T
・
理
事
／
花
材

：

ま
ん
さ
く　

●
草
月
W
E
S
T
・
顧
問
／
花
材

：

ぼ
け

理
事
顧
問
昇
格
試
験

1
月
23
日
・
26
日

草
月
会
館
・
草
月
W
E
S
T

レ
ッ
ツ
・
ト
ラ
イ
！

デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
10
期

「Reunion 

- Let's FLY 

-

」

2
月
14
日
・
15
日

草
月
会
館
2
階
談
話
室

レ
ッ
ツ
・
ト
ラ
イ
！

デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
in
関
西

第
1
期
【KARAKU
】vol.2

「tiny desk IKEBANA with 

紀
州
ス
タ
ー
チ
ス
」

2
月
24
日

カ
フ
ェ
＆
バ
ーNo.11 

ヌ
メ
ロ
オ
ン
セ

左は関西第2期卒業発表会、右は関西1期生によるイベント「tiny desk IKEBANA」。

左
は
グ
ラ
ン
プ
リ
を
受
賞
し
た
大
泉
麗
仁
さ

ん
の
作
品
、右
は
日
向
洋
一
さ
ん
の
作
品
。
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本
部
教
室 

〒107-8505 

東
京
都
港
区
赤
坂
7-

2-

21 

／ TEL

：03-3408-1209 

／ FAX

：03-3405-4947 

／ E-m
ail

：kyoshitsu@
sogetsu.or.jp

●授業時間：10 時 30 分 〜 16 時　●受講料（材料費・昼食代込み）：15,000 円。入会金なし ●申込資格：草指連会員 
●定員：40 名　●募集：随時受付中。郵便振替または会員サービス部窓口でお申込みください。［郵便振替口座］口座番号：
00180-6-119808 ／加入者名：（一財）草月会 教室運営課　※払込取扱票の通信欄に①受講希望日②草指連会員番号③
名前④（お持ちの方は）メールアドレスをご記入ください。●申込締切：開催日の１週間前（ただし定員になり次第締め切り
ます）　※お申込み後のキャンセル・ご返金はいたしかねます。※お申込み後でも、翌月以降（年度内）に振替受講が可能です。
ご希望の方は、受講日の 10 日前までにご連絡ください。それ以降のご連絡の場合、実費（材料費および昼食代）をいただき
ます。皆さまのご参加をお待ちしております。

受講日 テーマ 講師 内容

5月28 日
　（水）

サブテーマ【花は心】
「私のフォルム」を構成する
―発泡スチロールと
                  綿球をつかって―

茜家元のゴムオブジェをはじめとする “ 魅力的なフォルム
をもった何か ” が構成された作品に注目し、「私のフォル
ム」を構成します。
電池式スチロールカッターで削ったブロック状発泡スチ
ロールに綿球を貼り立体を制作し、さらに生の植物をあ
わせて「私の花」をつくります。
それぞれが唯一無二の表現を楽しみましょう。

6月25 日
　（水）

サブテーマ【花は心】
黒メッシュに自己表現を！！

宏家元は “ 作品の中に作者の姿がしのばれ、そこに時
間を超えた連帯感が生まれてくる ”と提唱され、茜家元
は、その言葉からいけばなを通じて心が結びつくことの
大切さを学ばれたそうです。
今回は、黒メッシュ素材に自分の思いを紙粘土で描き、
さらに植物を融合させて、自己表現してみましょう！
2025 年のサブテーマ「花は心」に思いをはせて！

公開講座 普段のお稽古ではなかなかチャレンジできない内容で創造性を大きく伸ばすチャンス！
経験豊富な講師の講義で、知識と技の引き出しがさらに広がります。

粕谷星華

石川己青

●申込方法：新入会をご希望の方は、TEL・FAX・E-mail で事前にご連絡ください。毎月の受講は、日程・時間をご確認の上、
ご来館ください。 ●受講料／家元：15,000 円（花材費 2 把分込み。同月 2 回目以降は 12,000 円）／本部講師：13,000 円（花
材費 2 把分込み。同月 2 回目以降は 10,000 円）

INFORMATION  教室情報

※日程、講師は変更になることがあります。また、新型コロナウイルス感染症の影響や、天災及びその他不可抗力による事由により、開講を延期または中止する可能性がございます。
予めご了承ください。変更が生じた場合は随時告知いたしますので、草月流ホームページをご確認いただくか、教室運営課または草月WESTまでお問合わせください。

家元研究科

毎回テーマが設けられ、いけばなをさらに深く追究することを目標
とします。感性と技術を磨く最高の勉強の場です。草指連会員の
方なら、どなたでもご受講いただけます。複数受講割引もあり、
より深く学ぶことができます。AT賞選考対象クラス。

入会金・
再入会金が不要

複数受講割引あり!

●原則として 6 日間、第 1・2・3 火曜と木曜　●10 時 30 分 /14 時 /18 時（各日 3 回開講）　●入会金：11,000円　
●月謝（月 3 回分）：13,000 円（花材費別 2,000 円／都度払い） ※証書申請可能。　※再入会金無料。再入会をご希望の
方は事前にご連絡ください。※月3回受講することが難しい方はワンレッスン受講も可（5,000円・花材費別 2,000円／都度払い）。

家元教室 資格を問わず、どなたでもご参加いただけるいけばな教室です。ワンレッ
スン受講することもできます。 再入会金が不要

金 土 月
テーマ 講師

14 時 /18 時 10 時 30 分 /14 時 10 時 30 分 /14 時
5 月  30 日  31 日  26 日 いけばなでコミュニケーション 川名哲紀
6 月  27 日  28 日  30 日 「花は心」  私の色、私の花 家 元

 5 月
火曜 	  13 日   隅 出 美 泉 	　20 日　篠 崎 洵 雅 	　27 日　加藤久美子
木曜 	　 8 日　坂 口 水 恵 	　15 日　片 山  健 	　22 日　岡 崎  忍

 6 月
火曜 	　 3 日　中 村 草 山 	　10 日　加藤久美子 	　17 日　坂 口 水 恵
木曜 	　 5 日　五十野雅峰 	　12 日　岡 崎  忍 	　19 日　片 山  健

本
部
教
室 

〒107-8505 

東
京
都
港
区
赤
坂
7-

2-

21 

／ TEL

：03-3408-1209 

／ FAX

：03-3405-4947 

／ E-m
ail

：kyoshitsu@
sogetsu.or.jp

2025年度サブテーマ：花は心
2025年度は「草月ってなんだろう？」を深掘りするために
サブテーマ「花は心」を設け、家元研究科や公開講座など様々な授業で取り上げます。
創流 100周年に向けて、茜家元が提唱するこのテーマと改めて向き合ってみましょう。
（今号の P.2-3「だから、おしゃべりはやめられない」もあわせてご覧ください）

インターナショナルクラス 外国の方々を対象としたクラスです。授業は英語で行われます。

●毎週月曜日　●10 時 30 分〜12 時 30 分　●受講料：7,000 円／１回（花材費込み。月 4 回目以降は 6,000 円）　
※証書申請可能。※祝日は休講となります。

5 月

　　　　　12 日　	 坂 口 水 恵

6 月

　　　　　 2 日　	 石 川 己 青
　　　　　19 日　	 福 島 光 加 　　　　　 9 日　	 高 木 水 染
　　　　　26 日　	 高 木 水 染 　　　　　16 日　	 坂 口 水 恵

　　　　　23 日　	 福 島 光 加
　　　　　30 日　	 石 川 己 青

家元研究科／ 6月からは、家元指導月は予約がおすすめです！
家元研究科では、2025 年度よりスムーズな授業運営のため家元担当月のご受講を予約優先の 50 名定員制とさせていた
だく運びとなりました。
家元担当月：2025 年 6 月（27 日・28 日・30 日）、9 月（26 日・27 日・29 日）、2026 年 2 月（13 日・14 日・16 日）、
　　　　　 3 月（13 日・14 日・16 日）
・開催 1 週間前までに受講予約をいただいた方には優先的にお席を確保します。
・予約は前月の研究科から開始します。
・予約方法は教室運営課窓口、E-mail、Fax、電話にて①名前②草指連会員番号③受講希望日時をお知らせください。
・キャンセルの場合にはご連絡をお願いいたします（キャンセル料はかかりません）。
・各回定員［50 名］になり次第締切らせていただきます。ご予約なくいらした場合、ご受講いただけないことがあります。
  予めご了承ください。

お申込み・お問合わせ／本部教室運営課　E-mail : kyoshitsu@sogetsu.or.jp

●開催日は原則として水曜、金曜　●18 時（受付：17 時 30 分〜19 時 30分）　●入会金：11,000円　●月謝（月3 回分）：
13,000 円（花材費別 2,000 円／都度払い） ※家元教室・家元研究科への振替ができます。　※証書申請可能。　※再入会をご希望
の方は事前にご連絡ください。 ※月3 回受講することが難しい方はワンレッスン受講も可（5,000円・花材費別 2,000 円／都度払い）。

再入会金が不要男子専科 初心者からベテランまで、男性限定のいけばな教室。いけばな作家や
男性指導者の育成をめざすクラス。随時受付。

5 月
	   　9 日（金）	 岩 渕 幸 霞

6 月
	 6 日（金）	 西 山 光 沙

	  16 日（金）	 澤 田 晃 映 	  13 日（金）	 岩 渕 幸 霞
	  21 日（水）	 岡 崎  忍 	  18 日（水）	 澤 田 晃 映



27 26

5 月
金曜       9 日    中 村 草 山      23 日   岡 本 青 珠      30 日  五 十 野 雅 峰

土曜  10 日 　  〃  24 日 　  〃 　  31 日　     〃

6 月
金曜       6 日    石 川 己 青      13 日   中 村 草 山      27 日　 澤 田 晃 映

土曜  7 日 　  〃  14 日 　  〃 　  28 日　     〃

金曜 土曜
テーマ 講師

14時30分 10時30 分 /14 時 30 分

5 月 16 日 17 日 萬緑を見つめて 福島光加

6 月 20 日 21 日 水にこだわって「遊べ、もっと !」 片山 健

7 月 18 日 19 日 「花は心」あなたの原点 家 元

家元研究科 受講者自らの植物表現を追求し、感性と技術に磨きをかけるクラスです。 
新入会・再入会大歓迎。AT 賞選考対象クラス。

●申込方法：はがき・ＦＡＸ・E-mailなどの書面で、希望日・名前・雅号・住所・電話番号・資格・門下別・草指連会員番号をご記入
の上、草月WESTまでお送りください。 ●受講料（家元）：15,000円（花材費込み。同月2回目以降は12,000円）／（本部講師）：
12,000円（花材費込み。同月2回目以降は9,000円）

●月3回　金曜・土曜  ●金曜（14時30分／18時30分）、土曜（10時30分／14時30分）　●入会金：11,000円　●月謝：12,000円
（月3回分。花材費別：1把900円）●申込方法 ： はがき・ＦＡＸ・E-mailなどの書面で、希望日時・名前・雅号・住所・電話番号・資
格・門下別・草指連会員番号をご記入の上、草月WESTまでお送りください。 ※証書申請可能。 ※月3回受講することが難しい
方はワンレッスン受講も可能（5,000円。花材費別／都度払い）。 ※見学可能。

毎回テキストのテーマからの 2 作、講師のデモンストレーションがあります。
たっぷり勉強できる充実の 2 時間。家元教室

入会金・
再入会金が不要

再入会金が不要

土曜日14時30分からの家元教室は、オンラインでも受講できます！

●授業時間：13時〜16時 ●受講料：5,500 円（教材費別） ●申込方法：はがき・FAX・E-mail などの書面で、希望日・名前・
雅号・住所・電話番号・資格・門下別・草指連会員番号をご記入の上、草月 WEST までお送りください。●申込締切：開
催日の前々週の週末（ただし定員になり次第締め切ります）。

受講日 テーマ 講師 内容

6 月8 日（日） レリーフ！　　　　

花器を離れたテキストテーマのひとつ「レリーフ」。今回は、
さらに発展させ、枯れものの色彩、質感、余白との関係、余
白のあり方などに徹底的にこだわり完成度をあげることを目指
します。いつもより少し長い時間を与えられた「作品」と呼べる、
そんなレリーフを目指しましょう。

公開講座 ご希望のクラスを１回ごとにお申込みいただける魅力ある講座です。
講師の個性がいかされたテーマにチャレンジできます。ぜひご受講ください。

草
月
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S
T
〒600-8842 
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秋山美晴

世界中のどこからでも参加できる「オンライン家元教室」。 東京・草月会館また
は京都・草月 WEST の「家元教室」に在籍している 4 級師範以上の方がご参加
いただけます。

【お問合わせ・お申込み】　
草月 WEST ／ TEL：075-366-3647　 E-mail：west@sogetsu.or.jp

2025 年度「今だから、造
い け ば な

形花」  第 9 期基礎科

●授業時間：11 時〜 16 時 30 分 ●受講料：95,000 円（前期 47,500 円 / 後期 47,500 円。半期分納可。花材費・
昼食代込み )　●申込資格：草指連会員　●定員：30 名程度 ●申込方法：はがき・FAX・E-mail に、①名前②
草指連会員番号③住所④電話番号⑤（お持ちの方は）メールアドレスをご記入の上、「今だから、造形花」受講
希望の旨を教室運営課までお知らせください。または右の QR からお申込みいただけます。●申込締切：5月7日（水）

受講日 講師 内容

5月から全6回
原則として水曜日
5/21、7/23、9/17、
11/12、
2026年 1/21、3/11

3代家元勅使河原宏は、
「いけばなは、植物を使った表現です。
植物を立体的に構成しそれによってその空間を変貌させるものです。
これこそが、いけばなの本質である」
と訴えました。

「今だから造形花」では、伝統や常識にとらわれず植物という天与の素材を、それ
ぞれの創造力で生き生きと変化させ、さまざまな「場」に「造形花」を展開しながら、
自らを表現できるクリエイターを育成する講座です。
基礎科6回/1年を受講された方は、研究科6回/1年を受講することができます。

川名哲紀

9 期生を募集します。
2 年に一度のチャンス。お見逃しなく!! 本

部
教
室
〒107-8505 

東
京
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坂
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2-

21
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：03-3408-1209 
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：03-3405-4947 
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：kyoshitsu@
sogetsu.or.jp

  竹はともだち !  第 2 弾草月の竹を伝える講座

講師 受講日

全6回、原則水曜日
6月18日、7月16日、8月20日、9月24日、10月10日（金）※・10月12日（日）※、12月3日
※10月10日（金）は増上寺制作日、10月12日（日）は撤去日として、合わせて1回とします。
※増上寺制作・撤去日は予定です。日程が前後する可能性があります。

●授業時間：10 時 30 分〜 16 時（10 月 10 日、10 月 12 日を除く）　●受講料：76,000 円【SYC 世代（2025 年度 40 才未満）
または 4 級師範の方】56,000 円（前後期分納可 ) ※道具を購入希望の際は、別途道具代がかかります。●申込資格：草指
連会員 ●定員：30 名 ●申込方法：はがき・FAX・E-mail などに、①名前②草指連会員番号③住所④携帯電話番号⑤メー
ルアドレスをご記入の上、「竹はともだち !」受講希望の旨を教室運営課までお知らせください。●申込締切：5 月 23 日（金）
※先着順。定員になり次第締め切ります。

草月いけばなの代表ともいえる竹作品を一
いち

から学べる講座を、好評につき今年度も開講します！
竹作品を見るのは大好き、自分でも扱ってみたいけど「こんな時どうしたらいいの？」「何から始めればいい？」そんな風に思っ
ていませんか？　このクラスは、そんな悩みを解決します！　　　　　
道具の選び方、扱い方から作品構成・構築のコツをはじめ、合作のポイントや大作づくりまで、初めての方でも安心してチャ
レンジできる実践的な授業で楽しく学べます。これであなたも大丈夫！
数多くの竹作品を制作している杉岡師範と一緒に、自信を持って竹作品に挑戦してみましょう！　もちろんベテランの皆さまの
受講も大歓迎です！

杉岡宏美

SYC 世代・4 級師範の方へは
割引があります！

「今だから、造
い け ば な

形花」第8期卒業展"Echoes『響き』-自然と共鳴する空間-" の記録動画が公開されました

「今だから、造形花」第8期研究科卒業展"Echoes『響き』-自然と共鳴する空間"
が、草月会館に隣接する高橋是清翁記念公園にて2025年2月に開催されました。
作者たちの想像力で植物あふれる公園にあえて植物で制作されたインスタレー
ション作品は、公園の奥にある高橋是清翁の像まで来場者を誘うように設置さ
れています。ぜひご覧ください。

【公開情報】 右のQRより、どなたでも無料でご覧いただけます。
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プロフェッショナルクラス

●授業時間：10時30分〜16時　●受講料：56,000円（4 回分前納・昼食代込み・教材費別 ※ 11 月5 日は別途参加費が必要となります）
●受講資格：草指連会員　●定員：20名  ●申込方法：はがき・FAX・E-mail などの書面で、名前・雅号・住所・電話番号・
資格・門下別・草指連会員番号をご記入の上、草月 WEST までお送りください。●申込締切：5 月10 日（土）

6月開講 いけばな ×アート

草月いけばなのエッセンスが凝縮された草月カリキュラムを楽しく集中して学ぶ、草月 WEST オリジナルの人気講座です。個性
あふれる講師陣も魅力。この機会に今一度テキストにチャレンジしてみませんか？　新規入会や継続の方もお待ちしています。

受講日（年 6 回） 講師 内容

5月14 日（水） 基本立真型 
―「真」の角度を極める―

7月23 日（水）
「場」から考える描きいけ 
―着彩にも取り組もう！―

9月24日（水）
素材を見極める

―植物と同じように異質素材に触れるには―

11月19日（水） どうにかして「動き」を表現する！

2026年1月14日（水）
2026 年、祝いの花・祝いの心

―いけるとき、教えるとき―

3月11日（水）
教科書を終えたら何するの？

―複合テーマでもっと広がる世界―

●授業時間：13 時 〜16 時　●受講料：45,000 円（税込。教材費別。教材費はそのつどお支払いいただきます）●申込資格：
草指連会員 ●申込方法：はがき・FAX・E-mail などの書面で、名前・雅号・住所・電話番号・資格・門下別・草指連会員
番号をご記入の上、草月 WESTまでお送りください。 ●申込締切：4 月30 日（水）

隅出美泉

澤田晃映

岩渕幸霞

坂口水恵

テキスト集中講座  2025受講生募集

加藤久美子

岡崎 忍

水曜日開催。お休みした回は、録画のオンライン配信で
フォローします！!

INFORMATION お知らせ

2025 年 4月28 日（月）・29 日（火・祝）
28日：10 時～ 18 時　29日：10 時～ 17 時

草月WEST（入場無料）

家元教室いけばな展

ゴールデンウィークの恒例となってまいりました「草月WEST 家元教室いけ
ばな展」を開催します！ 普段から草月WEST 家元教室に通う生徒の皆さ
まが、日ごろの成果を発表するいけばな展。関西の本部教室ならではの
作品群に刺激をもらえること間違いなしです !

お問合わせ［ 草月WEST ］  

TEL：075-366-3647  ／ E-mail：west@sogetsu.or.jp

受講日 場所 講師 内容

6 月 4 日（水）

草月WEST

関西教室でしか味わえない、いけ
ばなとアートを繋ぐ歴史あるクラス
です。
毎年個性豊かな先生による趣向を凝
らした授業は、造形性を養い表現に
いたるまでの過程や、またはそのヒン
トを掴めることでしょう。造形的作
品を追求される方は必修です！
遠方の方も、ぜひこの機会に草月
WEST へお越しください。草月陶房
での自作花器制作も含む、多種多
様で贅沢なクラスです！

7 月 2 日（水）

9 月3 日（水）

11月5日（水） 草月陶房（福井）

北山善夫（現代芸術家）

市村冨美夫（染色家）

日向洋一（本部講師）

清水六兵衞（陶芸家）
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本部講師  ※五十音順

本部助手  ※五十音順

2025年度の本部講師・助手をご紹介します。

秋山美晴 Akiyama Miharu
石川己青 Ishikawa Misei
石倉菘清 Ishikura Shosei
五十野雅峰 Isono Gaho
岩渕幸霞 Iwabuchi Koka
江口玉枝 Eguchi Tamae
榎本紅萩 Enomoto Koshu
大泉麗仁 Oizumi Reito 
大久保雅永 Okubo Masanaga
岡崎 忍 Okazaki Shinobu
岡本青珠 Okamoto Seishu
小沢清香 Ozawa Seiko
粕谷星華 Kasuya Seika
片山 健 Katayama Ken
片山紅早 Katayama Koso
加藤久美子 Kato Kumiko

狩野朱紅 Kano Shuko
川名哲紀 Kawana Tetsunori
菊田汀佳 Kikuta Teika
久保丹啓 Kubo Tankei
元田紫葉 Genda Shiyo
坂口水恵 Sakaguchi Suikei
佐々木紅葉 Sasaki Koyo
澤田晃映 Sawada Koei
篠崎洵雅 Shinozaki Junga
杉岡宏美 Sugioka Hiromi
隅出美泉 Sumide Bisen
州村衛香 Sumura Eiko
関田育圓 Sekita Ikuen
高木水染 Takagi Suisen
竹中麗湖 Takenaka Reiko
田渕章流 Tabuchi Shoryu

丹野霞園 Tan-no Kaen
中田和子 Nakada Kazuko
中村草山 Nakamura Sozan
中村美梢 Nakamura Misho
西山光沙 Nishiyama Kosa
新田陛嘉 Nitta Norika 
樋口翠翔 Higuchi Suisho 
日向洋一 Hinata Yoichi
平石丹珠萠 Hiraishi Tanshuho 
福島光加 Fukushima Koka
福永早苗 Fukunaga Sanae
前田早苗 Maeda Sanae
武藤星芳 Muto Seiho 
本江霞庭 Motoe Katei
森 彩琳 Mori Sairin 

東 和霞 Azuma Yorika
荒木香優 Araki Koyu 
大向佐都 Omukai Sato
小野清翠 Ono Seisui
北内翆潤 Kitauchi Suijun
北島里夏 Kitajima Satoka
木本露茜　　 Kimoto Rosen

久保田芳生 Kubota Hosei
小林郷清 Kobayashi Kyosei 
高橋紫門 Takahashi Shimon
谷口千恵子 Taniguchi Chieko
濱田成光 Hamada Seiko
早川邦篁 Hayakawa Hoko 
丸山明峰 Maruyama Meiho

モランジュ真紀子 Morange Makiko
森島志鳳 Morishima Shiho
森田麗遊 Morita Reiyu 
山上晶絵 Yamagami Shoe
横地鴻政 Yokochi Kosei
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カレンダーに掲載されているイベントは内容が変更になる場合がございます。本部にお届け済みのイベントが中止または延期となった場合は、
出版部 編集制作室までご報告くださいますようお願い申し上げます。
【ご注意ください】 「各地の展覧会」掲載ご希望の方へ
・出版部 編集制作室まで、E-mail、FAX、郵送にて必要事項（下記）をお知らせください。
 ●イベント名 ●開催日時 ●会場 ●開催趣旨（個展、社中展等） ●問合わせ先のお名前、電話番号またはメールアドレス
・不達による掲載漏れを防ぐため、FAX、郵送の場合は、送付後必ず確認のお電話をいただきますようお願いいたします。
  E-mailの場合は、こちらより受領確認のメールを差し上げております（確認メールが届かない場合はお問合わせください）。
［ 出版部 編集制作室 ］  TEL：03-3408-1158 ／ FAX：03-3405-4947 ／ E-mail：info@sogetsu.or.jp／〒107-8505 東京都港区赤坂7-2-21

年間行事予定

4月25日（金）～28日（月） 第13回いけばなインターナショナル世界大会2025
※草月流デモンストレーションは4月27日、展覧会は4月26日・27日

4月28日（月）・29日（火・祝） 草月WEST家元教室いけばな展（草月WEST）
5月21日（水）～26日（月） 第58回日本いけばな芸術展（日本橋髙島屋S.C.） ※家元通期出品

5月30日（金）・31日（土） 全国支部長会議（草月会館）
6月4日（水） 財団理事会（草月会館）

6月7日（土）～7月6日（日） 勅使河原宏 生誕100周年に向けてのプレイベント
展示タイトル：（仮称）SA NI HA さには （草月プラザ）　

6月11日（水）～26日（木）　 初夏の草月いけばな展「花のメヌエット」（草月会館 2階談話室）※詳しくは表紙裏をご覧ください

6月24日（火） 財団評議員会（草月会館）
8月9日（土）～17日（日） 草月会館夏季休館日
10月22日（水）～27日（月） 第106回草月いけばな展（日本橋髙島屋）

【草月会館土・日・祝日特別開館日】草月会館の特別開館日は、以下の通りです。その他の土・日・祝日は、草月会館は休館しております。
4月19日（土）、5月31日（土）、6月28日（土）　※草月WESTは月曜定休。臨時休業もありますので、お問合わせください。

各地の展覧会

第13回藹の会いけばな展
「一日限りの花遊び」

4月20日（日）
富山市民プラザ アトリウム 栂野惠秀 ☎ 076-423-5337

草月いけばな展「ホテルにいけるVI・五月のかぜ」
～Enjoy いけばな part2～
もっと自由に! もっと豊かに! もっと楽しく!

5月2日（金）～4日（日・祝）
ホテル ブリランテ武蔵野（さいたま市） 佐藤青幹 ☎ 048-810-1500

第69回星秀会展 5月17日（土）・18日（日）
豪農の館 内山邸（富山市） 岡崎忍 ☎ 090-3069-5855

富山県支部 三創会いけばな展 5月24日（土）・25日（日）
富山県高岡文化ホール 多目的ホール 梶井恵青 ☎ 0763-22-5822

第33回樹々の会展「あしたの花」 5月24日（土）・25日（日）
富山県民会館２階ギャラリーA・B 水野洋子 ☎ 090-8969-7294

「S H I N K A」
相澤喜雲・鈴木紅緑・藤倉清佳

6月5日（木）～8日（日）
Ozashiki3157（東京都港区・赤坂サカス前） 藤倉清佳 ☎ 090-4946-1139

第26回草月四季の会いけばな展 6月7日（土）・8日（日）
福野文化創造センターヘリオス（富山県南砺市） 片山昌抱 ☎ 0766-67-4672

草月会山形県支部米沢地区2025いけばな展 6月7日（土）・8日（日）
よねざわ市民ギャラリー　ナセＢＡ 星里香 ☎ 090-7339-1010

静岡県支部東部ブロックいけばな展 
「花 MUGEN」

6月20日（金）～22日（日）
三嶋大社 宝物館ギャラリー 松尾遊波 ☎090-4268-7270

草月流いけばなグループ展 
＜2025遊び心いっぱいに＞

6月21日（土）・22日（日）
ギャラリー葵丘（愛知県岡崎市） 竹口陽苑 ☎ 0564-21-3197

森川枝圓社中展
「夏遊花（なつゆうか）」

6月28日（土）～30日（月）
文房堂ギャラリー（東京都千代田区） 森川枝圓 ☎ 090-7221-9469

フラワーク

とらや赤坂本店 3階茶寮
4月 市川早苗

赤坂見附5月 山崎春鶯
6月 谷内裕珠

ザ・キャピトルホテル東急 ３階ロビー・1階エントランス 常設 座・草月 溜池山王・国会議事堂前

ホテルニューオータニ東京 ロビー階
　　 ～4月22日 竹中麗湖

赤坂見附・永田町・麹町4月24日～5月6日 久保島一超
5月8日～6月4日 五十野雅峰

ホテルOMO3 東京赤坂　 フロント・エントランス
4月 久保島一智

赤坂見附・赤坂
5月 村越大嶺
6月 尾﨑霞洋

横浜ベイホテル東急　 B1階神殿口・神殿前 常設 御手洗直己 みなとみらい･桜木町

ラフォーレ原宿 GR8
2.5階（メンズ） 常設 深澤隆行

明治神宮前･原宿
2.5階（レディス） 常設 高嶺一染

アートテラスラウンジ「NIWA」
店舗内竹装飾 京都駅ビル7階東広場 常設 作品監修：家元

草月アトリエ 京都

ホテルエミオン京都
３階ロビー 常設 京都支部

梅小路京都西
笹屋伊織 別邸 常設 草月WEST

草月会館日本間
開場時間:初日は午後から、最終日は午前中まで

～5月2日 高木水染

青山一丁目
5月12日～23日 篠崎洵雅
5月26日～6月6日 久保島一超
6月9日～23日 五十野雅峰

本部主催支部研究会・講習会

東京南支部 5月17日（土） 研究会　草月会館 中村美梢 ☎ 03-3467-6679

山形県支部 5月18日（日） 研究会   山形国際交流プラザ 山形ビッグウイング 土田紫蘭 ☎ 0234-24-9148

静岡県支部 5月18日（日） 講習会　三嶋大社 社務所（家元指導） 松尾遊波 ☎ 055-987-0235

鳥取県支部 6月8日（日） 研究会　米子市福祉保健総合センター　ふれあいの里 伊澤康泉 ☎ 0859-32-9484

東京北支部 9月21日（日） 研究会　草月会館 菊田汀佳 ☎ 03-3926-0638

支部展

香川県支部展 
「ちはやふる神藤の社　草月花遊覧」

4月26日（土）・27日（日）　
岩田神社 関薫美 ☎ 090-5919-5706

東京西支部展 
「第15回草月会東京西支部草月いけばな展
　　　　　　　　　　『緑輝き　風薫る』」
※家元出品

5月9日（金）～11日（日）　
国営昭和記念公園  花みどり文化センター 樋口翠翔 ☎ 090-6040-8101

東京南支部展
「第64回蘭友会らん展～蘭で遊ぶ～」

6月5日（木）～8日（日） 
サンシャインシティ ワールドインポートマートビル4F 中村美梢 ☎ 03-3467-6679

本部主催・全国支部オンライン講習会

6月22日（日） 14時～16時 講習会 講師 ： 五十野雅峰

7月13日（日） 14時～16時 講習会 講師 ： 福島光加

9月28日（日） 14時～16時 講習会 講師 ： 杉岡宏美

CALENDAR カレンダー
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INFORMATION  お知らせ

草
月
指
導
者
連
盟
会
費
制
度
改
定
の
お
知
ら
せ

　

日
頃
よ
り
格
別
の
ご
高
配
を
賜
り
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ご
存
じ
の
通
り
、一
般
財
団
法
人
草
月
会
の
活
動
は
、草
月
指
導
者
連
盟
会
費
制
度
に
よ
り
支
え
ら
れ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

こ
の
た
び
、日
本
の
人
口
減
少
傾
向
な
ど
に
よ
る
会
員
数
の
減
少
や
草
月
会
館
の
改
修
・
維
持
管
理
の
経
費
増
大
を
考
慮
し
、

将
来
に
わ
た
る
草
月
流
の
よ
り
安
定
的
な
活
動
と
発
展
を
図
る
た
め
に
、2
0
2
6
年
度（
2
0
2
6
年
4
月
）よ
り
、現
行
の

会
費
制
度
を
改
定
し
、新
た
な
会
費
区
分
と
会
費
を
設
け
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

　

左
記
の
一
覧
表
の
通
り
、現
行
の
指
導
区
分
（
指
導
有
／
指
導
無
）に
よ
る
違
い
を
無
く
し
ま
す
。こ
れ
に
よ
り
草
月
指
導
者

連
盟
会
員
で
あ
れ
ば
、ど
な
た
で
も
指
導
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、国
内
／
海
外
の
区
分
に
よ
る
違
い
も
無
く
し
て
、全
世
界
共
通
の
各
師
範
級（
4
級
師
範
～
理
事
）に
よ
る
8
通
り
の

会
費
設
定
に
改
定
い
た
し
ま
す
。

　

2
0
2
7
年
の
草
月
創
流
1
0
0
周
年
を
目
前
に
控
え
、次
な
る
1
0
0
年
に
向
か
お
う
と
す
る
今
、こ
の
改
定
に
よ
り
、

草
月
流
が
日
本
は
も
と
よ
り
世
界
中
で
ま
す
ま
す
広
ま
っ
て
い
く
こ
と
を
目
指
し
、会
員
の
皆
様
の
一
層
充
実
し
た
い
け
ば
な

活
動
を
支
え
る
た
め
専
心
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

今
回
の
改
定
に
ご
理
解
ご
協
力
を
賜
り
た
く
、な
に
と
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

一
般
財
団
法
人 

草
月
会

草月指導者連盟　新会費

2026年度（2026年4月）より

新会費 現国内会費 現海外会費

一級師範理事 45,000 円
［指導有］ 50,000 円

［指導無］40,000 円

［指導有］  44,000 円

［指導無］34,000 円

一級師範顧問 35,000 円
［指導有］ 40,000 円

［指導無］30,000 円

［指導有］ 34,000 円

［指導無］26,000 円

一級師範常任総務 25,000 円
［指導有］ 30,000 円

［指導無］21,000 円

［指導有］ 26,000 円

［指導無］18,000 円

一級師範総務 20,000 円
［指導有］ 25,000 円

［指導無］ 16,000 円

［指導有］ 22,000 円

［指導無］  14,000 円

二級師範常任参与 12,000 円
［指導有］ 14,000 円

［指導無］10,000 円

［指導有］ 13,000 円

［指導無］10,000 円

二級師範参与 10,000 円
［指導有］  11,000 円

［指導無］ 7,000 円

［指導有］ 10,000 円

［指導無］    8,000 円

三級師範 8,000 円
［指導有］   9,000 円

［指導無］    5,000 円

［指導有］   9,000 円

［指導無］    7,000 円

四級師範 6,000 円
［指導有］   8,000 円

［指導無］    4,000 円

［指導有］   8,000 円

［指導無］    6,000 円

会費
資格

［ お問合わせ ］ 会員サービス部　　TEL：03-3408-1120 ／ FAX：03-3405-4947 ／ E-mail：members@sogetsu.or.jp

指導の有無、また国内外による料金の差を設けず、資格別のみの会費制度といたします。
これにより草月指導者連盟の会員であれば、どなたでも以下のようないけばな活動が行えるようになります。

● いけばな草月流をご指導いただけます。
● いけばな草月流の師範として、いけばな活動を行えます。
● 証書申請を行えます。

新たな会費制度

※指導を開始する際は会員サービス部へご連絡ください。草月流ホームページ教室紹介への掲載、「学校いけ
ばな」のご案内など、指導する際に必要な資料をお送りいたします。
※証書申請に関しては『会員の皆さまへ』P12 1「申請の条件」をご確認ください。




